
関市市民活動センターだより「CIPS」

特集特集 第9期まちづくり市民会議
　公募で集まった市民が関市の課題を解決するための政策を検討し、行政へ提案する「関市まちづくり市民会議（以下、市民会
議）」。令和3年10月をもって第9期が終了しました。その結果をお伝えします。

　市民会議の目的は、市民の参画と協働によるまちづくりの推進として、市
民の視点から市が抱える課題を洗い出し、課題解決のための様々な事業を提
案することです。第 9 期の委員 27 名（定員 20 名）は、10 代～ 80 代と幅
広い年齢層で構成されました。今期は仮説をもとにした事業実施に重きを置
き、関係者等へのアンケートやミニ事業を行ったことで、より課題やその解
決策のイメージが作られ、提案内容に説得力が増しています。

１．まちづくり市民会議とは

２．実践からの政策提案
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次回は2022年3月に
発行予定

第9期の部会ごとの実践と政策提案をご紹介します。

。
チーム「観光」

　

Ⅰ.

【利用時間】①火曜日～金曜日　13:00～20:00　②土・日曜日、祝日　10:00～17:00

種別 事業名/団体名 事業内容 事業費 交付決定額
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運動機能・認知機能の低下、コロナフレイルの予防
を図り、介護状態にならずに生き生きと自分らしく
暮らせる人が増えることを目的としたミックス体操
を行う。

ミックス体操～コロナフレイル予防事業～
/リズム体操運営委員会 121,490 50,000

食について考える機会を作るために、「いただきま
す２」という自主映画の上映会を開催する。食育、
地産地消、SDGｓを地域で考え、課題を考える機会
にする。

子どもの免疫力が向上する食について
考える機会や知識を得るための映画上映会
/こどもごはん応援団せき

123,300 50,000

武芸川の名所・旧跡（神社仏閣・古墳・天然記念物等）
を紹介するガイドブックを作成し、ふるさとの良さ
を再認識し、郷土を知り、郷土を愛する心を養う一
助とする。また、学校教育の行事での活用や、電子
書籍版を発行する。

武芸川名所探訪　ガイドブック作成/
武芸川郷土史研究会 1,050,000 700,000

421,400 280,000
団体で出版した関の昔話「名無木」絵本を、読み
聞かせ用に大型化して、市内の小学校や市立図書
館に配布する。

産後の方々に心身のケアをトータル的に行える産後
トータルケアクラスを開講する。ママ（パパ）家族
を中心としたイベントを開催する。

586,805 391,000

関の昔話「名無木」読み聞かせ用
大型絵本の制作/おはなし広場「どんぐり」

産前産後の自分ケア seki bounce park
/seki bounce park

本町通り商店街にて、子ども記者が店主へ取材し、
仕事を体験する体験型商店街学習を行う。取材の様
子は生配信し、その配信動画を編集して、商店街
のＷＥＢサイトに掲載する。子どもや親の知的好奇
心を高め、商店街へ来てもらうきっかけとなること
を目指す。

341,000 227,000
子どもミュージアム商店街オンライン
 in 本町商店街の開催
/子どもミュージアム実行委員会

「お客さんの欲しい」をカタチにする力を身につけ
るをテーマに、子どもが自ら商品やサービスの企画
から、経費の計算、広告活動、販売方法を考え実施し、
お金を稼ぐことの大変さや充実感・達成感を実感し
ながら学ぶ。

676,000 ４５０,000
本町BASE 子ども商店街（仮称）
/特定非営利活動法人セブンシーズ

令和3年度後期分 関市市民活動助成金交付団体決定
　令和３年度後期分の関市市民活動助成金交付団体が新たに決定しました。この助成金は、住民主体の地域づくりを支援するために、団体
が実施する地域課題の解決及び地域の活性化を図る事業に対して支援（助成金の交付）をします。なお、ときめき助成金（上限５万円）は
随時募集していますので、興味のある方は当センターまでご相談ください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

本イベントは、第９期関市まちづくり市民会議「ダ
イバーシティ」チームの実施事業として開催しまし
た（詳細は前ページ参照）。優秀賞をご紹介します。

毎年懸崖菊を作っていて、その中でも富士
山の形をした菊は、2色の菊を使って雪と
山をイメージして作っています。
富士山の形を作る時は、花が咲いていない
ので、私にはわからないけど、菊名人のお
じいちゃんはその見分けがついているので、
富士山に雪が積もったような作品になって
います。
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菊を見る人たちを前に
胸を張るおじいちゃんの姿が
見えるようです。

中学生の部
 6名（12句）
一般の部 13名（30句）

応募総数

川柳の解説

市民会議
メンバーからの
コメント

祖父は鮎捕りが得意で、手伝いに付いて
行きますが、川の中では、80歳とは思え
ないほど、軽快な足取りで歩く姿がとて
もかっこいいです。

その他の句は、当センターホーム
ページにてご覧いただけます。
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川の流れにも負けない足腰の
持ち主。これからもお孫さんに
素敵な背中を見せ続けて
欲しいです。

川柳の解説

市民会議
メンバーからの
コメント

結果発表
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①関市民へのアンケート実施
関市民は普段どこに遊びに出かけるか、関市の魅
力的な人・モノ・コトについてどれだけ知ってい
るのか、またそれらの情報の集め方について調査
しました。（回答数：61件）

②「再発見！関のいいとこマッピング」の実施
市民が知っている関市の良いところをマップで可
視化し、共有できる事業を実施しました。
設置場所・期間
１．本町BASE　
       8月23日（月）～8月29日（日）
２．わかくさ・プラザ学習情報館1階　
　　 8月24日（火）～9月5日（日）

私たちが目指す関市のまちづくりの宣言文

　私たちの目指す姿は、「関市民が関の魅力を楽しんで市外の

人に自発的に伝えられる」関市です。そのために、「市民が関

の魅力を市外の人に発信できていない」という課題に取組むこ

とにしました。

　課題の原因は「市民自体が関市の魅力をあまり知らない・関

市が良いという自覚が少ない、取りに行きたいと思える情報が

ない、市民が発信する手段がわからない・発信の場がない」で

すが、今回は特に「市民自体が関市の魅力をあまり知らない・

関市が良いという自覚が少ない」に対して取り組みます。

・より多くの調査件数が必要。
・交通ルートも併せた
  魅力発信が必要。
・市民の発信の場や
  スキル向上の機会が必要。

①アンケート結果より
・幅広い年代からの回答が得られた。
・情報収集源は、「WEB上から」という回答が 8割以上。
・行政の発信以外にも、個人の発信を見ている人が多くいた。
②実施事業より
・幅広い年代が参加した。
・市民が魅力的に感じる「関のいいとこ」が可視化された。
・事業を面白いと思った人が 100％。
・発信することに興味がある人
が 8 割、発信スキルを学ぶ機
会や交流会があれば参加した
い人が 7割。
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